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 要  旨 
 
本論文では英文機械翻訳で使用する辞書を共同で編集するためのシステムにつ
いて述べる．現在作成している英文機械翻訳システムでは，訳の情報とともに英
文法の規則が記述されている辞書を使用している．入力された英文に対しこの辞
書を使用して字句解析・構文解析を行い，構文解析木を得る．そして，その構文
解析木から訳を生成する．そのため，辞書を充実させることが翻訳の性能を上げる
こととなる．そこで辞書の情報を集めるために，使用者から辞書の情報を収集し，
それを新たな辞書として利用できるシステムを作成した． 
まず，情報を集めそれらを統合するための辞書として「公開辞書」を作成した．
これはリレーショナルデータベースとして構築されていて，翻訳のための情報だ
けでなく，編集のための様々な情報が追加されている．翻訳用の辞書は個人に一
つずつ用意されているものであるが，公開辞書はただ一つ存在し，これに対し複
数の使用者が編集をおこなっていくこととなる．辞書内容を直接編集する方法も
あるが，そのためには英文法に関する知識，システムに関する知識，そして翻訳
用辞書自体に関する知識を必要とする．そこで，翻訳の作業中に新たに訳の追加
削除をおこない，その過程で英文法の情報も同時に集めることとした．それらの
情報を更新ファイルに書き出し，そのファイルを元に公開辞書の編集を行うこと
とした．この結果，使用者は翻訳作業の中で訳を追加することにより，訳の情報
とともに文法に関する情報も得ることができ，難しい知識なしでも公開辞書を編
集することができる． 
また，共同編集と言うことで，収集される情報の中には間違ったものが含まれ
ていることが考えられる．そのため，編集内容を評価する必要がある．このとき
評価するのは，辞書の内容がいいと思うか悪いと思うか，といった評価ではない．
その内容が文法的に正しいか間違っているかという判断なので，単純な多数決で
は評価することが難しい．そこで，編集対象が実際の翻訳で使用する辞書である
ことに注目し，翻訳作業の中でその辞書内容に対し評価を行うこととした．この
評価はある英文が入力され，その単語の訳が選択されたときに文法的に正しいも
のだという評価をする．この結果，使用者は翻訳作業を行うだけで辞書内容が正
しいかということを自動的に評価することができる． 
 
